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20XX 年度人工知能学会全国大会・原稿作成案内 (Word 版) 
Format guideline for manuscripts of JSAI 20XX for MS Word 

 第 XX 回全国大会プログラム委員会*1  第 2 筆者姓 名*2 
 The program committee of the XXth annual conference of JSAI   Second Author’s name 

 *1 人工知能学会    *2 所属 2 
 Japanese Society for Artificial Intelligence    Affiliation #2 

Here is an abstract of up to 150 words in English. This document describes the format guidelines for Japanese manuscripts 
of the annual conference of JSAI. This is also a sample of a formatted manuscripts (see 2.4 for writing the abstract). 

 

1. はじめに 
全国大会論文集は電子的にご提出頂くファイルをそのまま収

録したものです．この案内をご参照の上，原稿をお作り頂きます

ようお願いします．この案内自体も推奨する原稿スタイルでフォ

ーマットされています．この案内は公開後も更新される可能性が

あります．投稿する前に最新版であることをご確認ください． 

2. 全般的事項 

2.1 ファイル形式・サイズ 
Adobe(R) PDF （Portable Document Format） 形式 のファイル

を提出してください．その他の形式での提出は受け付けません

ので，ご注意ください．ファイルサイズはファイル受付システムの

制限がありますので，3MB 以下にしてください．また，ファイル

名の拡張子は .pdf にしてください． 

2.2 ヘッダー部分 
2015 年大会から講演番号およびヘッダーの会議名は，原稿

提出後に運営側で挿入しますので，著者が作成する原稿には

記入しないでください． 

2.3 タイトルと著者名 
原稿におけるタイトル・著者名等は，発表申し込み時に入力

したものに一致させてください．原稿のタイトルや著者名が発表

申し込み時と異ならないように十分注意してください． 

2.4 アブストラクト 
概要（Abstract）には，（１）目的と（２）結果の概要あるいは結

論を含めてください．必要に応じ方法を記載してください．（１）

（２）の記述のない場合は不採択となることがあります． 

2.5 原稿枚数 
指定フォーマットで A4 用紙 2 ページです．希望によりさらに

2 ページまで無料で追加できます． 

2.6 国際セッション 
国際セッションについては英語のみとなります．国際セッショ

ン論文は，会議時には大会ホームページに掲載されますが，そ

の後に選ばれた論文は Post Proceedings での刊行が計画され

ています． 

3. Word テンプレート (jsaiac.dotx) の使い方 
Word 用テンプレート (dotx) ファイルです．このファイルを開い

て，新規ファイルを作成してください．ページ設定と，名前が

JSAIAC で始まる段落スタイルが定義されています． 

3.1 タイトル部分 
テンプレート中のタイトルなどに段落スタイルが設定されてい

るので，論文のタイトルなどに書き換えてください．筆者や所属

は，数や長さに応じて適当に中揃えタブの位置を変更する必要

があります．また，左下の連絡先も書き換えてください． 

3.2 本文 
本文となる文章には（「標準」ではなく）「JSAIAC 本文」スタイ

ルを適用してください．既存 Word ファイルから貼り込む場合は，

テキスト形式で貼り込むか，もしくは貼り込んだ後で段落スタイ

ルを適用してください．また，見出しには「JSAIAC 見出し 1,2,3」
を用意しています． 

3.3 英語原稿 
英語原稿をこの日本語テンプレート (jsaiac.dot)で作って頂い

ても結構です．「タイトル」「筆者」などのところに英語のものを入

れてください．「タイトル英」「筆者英」などは不要です．左下の

「連絡先」を “Contact” に，「参考文献」を “References” に直して

下さい．英語版テンプレート (jsaiac_en.dotx) は以上の変更をし

たうえで，スタイル名が英語表記になっています． 

4. 参考情報 

4.1 対応するバージョン 
以下のバージョンで動作を確認しています（保証するもので

はありません）． 
• Microsoft Word 2013/2016/2019 (Windows) 
• Microsoft Word 2016/2019 for Mac 
 

参考文献（論文誌と同じスタイルを推奨） 
[第 1 著者姓 年] 著者名: 論文タイトル，雑誌名，出版社, 発行

年． 
[第 1 著者姓 年] 著者名: 論文タイトル，雑誌名，出版社，発行

年． 

連絡先：氏名，所属，住所，電話番号，Fax 番号，電子メイルア

ドレスなど 
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